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「東京都における公共工事の新型コロナウイルス感染症 

拡大防止対策ガイドライン（令和２年４月22日版）」の策定について 

各局におかれましては、都発注工事における新型コロナウイルス感染症拡大防止に努めていただ

いているところですが、この度、東京都緊急対策（第四弾）を踏まえ、都発注工事における新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大防止措置や感染者等が発生した場合の対応等についての基本的な

内容をとりまとめたガイドラインを策定したのでお知らせいたします。 

工事を施行する場合は、本ガイドラインを踏まえつつ各工事現場の実情に応じて創意工夫を行い

感染症の拡大防止に努めるようお願いいたします。 

また、測量、調査、設計などの業務についても、必要に応じてこれを準用することといたします。 

なお、各局におかれましては、本ガイドラインを受注者に対しても周知をお願いいたします。 
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はじめに 
 本ガイドラインは、東京都（以下「都」という。）が令和２年４月 15 日に取
りまとめた東京都緊急対策（第四弾）を踏まえ、都が発注する工事における新型
コロナウイルス感染症の感染拡大防止措置や感染者等が発生した場合の対応等
について基本的な内容を示すものである。 
工事を施行する場合は、本ガイドラインを踏まえつつ各工事現場の実情に応

じて創意工夫を行い、感染症の拡大防止に努めるものとする。 
また、測量、調査、設計などの業務についても、必要に応じてこれを準用する。 
今後の感染拡大の状況や、国、都の対策等に応じて、本ガイドラインを適宜見

直すものとする。 
なお、本ガイドラインは、工事等の継続を受注者の意に反して推奨するもの

ではない。 

１．工事現場における感染拡大防止措置 
 受注者はもとより来訪者を含め、工事現場全体で新型コロナウイルス感染症
の拡大防止に積極的に取り組むことが必要である。 
 なお、工事現場における感染拡大防止措置にあたっては、以下の資料を参考
とする。 
〇「工事現場における新型コロナウイルス感染症拡大防止措置チェックリスト」
【別添１】 

〇「現場における具体的な取組（案）」及び「注意喚起用リーフレット」 
【別添２（建設局通知抜粋）】 

〇「建設現場「三つの密」の回避等に向けた取組事例」 
【別添３（国土交通省事務連絡抜粋）】 

(1) 作業従事者等の健康管理 
・ 技能者や現場技術者を含む工事現場に従事する全ての作業従事者等（以下
「全ての作業従事者等」という。）に対して、工事現場入場時に体温測定や
体調確認を行うとともに、出勤前の検温、 是正、十分な栄養
摂取、睡眠時間の確保などの周知徹底を図る。 
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・ 体温測定の結果、従事者等に 37.5 度以上の発熱や風邪の症状などがみら
れるときは自宅待機とするなど、適切に対応する。 

・ 工事現場を訪れる来訪者に対しても、入場時に体温測定や健康状態の確認
を行い、体温が 37.5 度以上ある場合や風邪の症状などがみられる場合は
工事現場への入場制限を行う。 

(2) 基本的な感染症防止対策の徹底 
・ 全ての作業従事者等に対して、咳エチケットの徹底や手洗いうがいの励行、
正しいマスクの着用など基本的な感染症防止対策を周知する。 

・ 工事現場の状況を勘案しつつ、アルコール消毒液の設置や不特定者が触れ
る箇所の定期的な消毒など、感染予防に向けた取組を行う。 

(3) 「３つの密」の回避 
・ 受注者は、工事現場において以下の「３つの密」が発生しないように努め
る。 

３つの密 
①  換気の悪い密閉空間             “密 閉” 
②  多数が集まる密集場所            “密 集” 
③  間近で会話や発声をする密接場面   “密 接” 

・ 全ての作業従事者等は、それぞれの立場で「３つの密」の回避に努める。 
・ 「３つの密」に該当しない場所であっても、人混みや近距離での会話、特
に大声を出すことなどを極力避ける。 

・ 朝礼や現場事務所などでの会議、更衣室等での着替え、詰所スペースなど
での食事や休憩など、多くの人数が集まる場所で作業等を行う場合は、他
の従事者等と一定の距離を保つ。また、建物内の密室・密閉空間で作業を
行う場合は、窓を開けて換気や送風機等を使用により風通しを良くする。 
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・ 現場定例会などの人と人とが対面する会議を可能な限り避け、電話や電子
メールなどを活用する。また、やむを得ず現場事務所等での会議や朝礼を
開催する場合は、必要な人員に限定するとともに離隔距離をできるだけ確
保するなど適切に対応する。 

・ 自動車で通勤等する場合は少人数による乗車や換気を心掛けるほか、公共
交通機関を利用して通勤する場合は可能な限り時差通勤を行う。 

(4) 感染拡大防止措置に係る経費 
・ 感染拡大防止措置を実施する上で追加経費が必要となる場合は、受発注者
間で設計変更の協議を行う。 

・ その上で、感染拡大防止のために必要と認められる対策については、受注
者による施工計画書への反映と確実な履行を前提として設計変更を行い、
契約金額の変更や 。 

・ 上記の対応を含め、感染拡大防止措置に係る経費については、受注者の責
によらないものとして、既存の積算基準や工事請負契約設計変更ガイドラ
イン等に基づき対応する。 

【参考】 
設計変更の対象とする感染拡大防止対策に係る費用（例） 

＜共通仮設費＞ 

・ 労働者宿舎における密集を避けるための、近隣宿泊施設の宿泊費・交通費 

・ 現場事務所や労働者宿舎等の拡張費用・借地料 

※いずれも、その後の積算における現場管理費率や一般管理費率による計算の対象

外とする。 

＜現場管理費＞ 

・ 現場従事者のマスク、インカム、シールドヘルメット等の購入・リース費用 

・ 現場に配備する消毒液の購入、赤外線体温計等の購入・リース費用 

・ 遠隔臨場やテレビ会議等のための機材・通信費 

※いずれも、その後の積算における一般管理費率による計算の対象外とする。 
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なお、ここに掲げる例のほかにも、感染拡大防止のために必要と認められる対
策については、設計変更を行うことを妨げない。 

※出典：国土交通省 事務連絡「工事及び業務における新型コロナウイルス感染

症の感染拡大防止対策の徹底について」（令和２年４月 20 日付）より抜粋 

２．工事現場における感染拡大防止措置が困難な場合の対応 
(1) 感染拡大防止措置が困難な場合の対応 
・ 施行中の工事現場によっては、密閉された空間で多くの作業員が従事せ
ざるを得ない状況が存在することなどにより、「３つの密」を避けること
が困難な場合等の状況が想定される。このような場合には、従事者等の
健康管理に留意する観点から、受発注者協議の上、工事の一時中止など
適切な対応をとる。 

(2) 工事の一時中止などの対応による経費 
・ 感染拡大防止措置が困難なことにより工事の一時中止等を行う場合に必
要な経費については、受注者の責によらないものとして既存の積算基準
や工事請負契約設計変更ガイドライン等に基づき対応する。 

３．工事現場において感染者が発生した場合の対応 
 工事現場で感染者が発生した場合は、直ちに工事現場全体を閉鎖するととも
に保健所の指導のもと適切に対応し、これ以上の感染拡大を防止しなければな
らない。 
なお、工事現場において感染者が発生した場合の対応にあたっては、以下の

資料を参考とする。
〇「新型コロナウイルス感染者が発生した際の対応フロー」 
【別添４（建設局通知抜粋）】 

4



〇「 」 
【別添５（福祉保健局 HP）】 

〇「新型コロナ受診相談窓口（帰国者・接触者電話相談センター）受付時間、
電話番号等」【別添６（福祉保健局 HP より作成）】 

(1) 保健所への連絡、工事現場の閉鎖 
・ 全ての作業従事者等は、自身が医療機関等において PCR 検査を受検した
場合や、検査の結果、新型コロナウイルス感染症に感染したことが明らか
になった場合、所属する会社を通じて当該工事の現場代理人にその旨を伝
える。また、感染していないが、保健所から濃厚接触者として特定された
場合についても同様とする。 

・ 現場代理人は、全ての作業従事者等のうち、感染者を把握した場合、都の
監督員と工事現場の所在地を管轄する保健所それぞれに対してその旨を
連絡するとともに、安全を確保した上で直ちに工事現場全体を閉鎖する。 

・ 現場代理人は、全ての作業従事者等のうち、濃厚接触者として特定された
従事者等を把握した場合、都の監督員と工事現場の所在地を管轄する保健
所それぞれに対してその旨を連絡する。 

(2) 感染者等への対応 
・ 新型コロナウイルスに感染した従事者等は、入院や自宅療養などにより治
療に専念する。 

・ 濃厚接触者として特定された従事者等については、保健所の指導に従い自
宅待機を行う。その際、毎日、体温測定を行うなど健康状態を観察する。 

・ 上記の従事者等が工事現場へ復帰する場合は、保健所の了解を得た後とす
る。 

(3) 工事現場の消毒作業 
・ 工事現場の閉鎖後、受注者は保健所の指導を受けて消毒場所を特定し、消
毒作業を実施する。 
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・ 物の表面を消毒する場合は、次亜塩素酸ナトリウム（0.1％）が有効である
ことが分かっている。また、ウイルスが付着した恐れのある衣服などにつ
いては、熱湯消毒（80 度、10 分間）も有効である。実際の消毒作業に当
たっては、国や都など各機関のホームページを参考とする。 
※福祉保健局ＨＰ 新型コロナウイルス感染症 FAQ（よくある質問）参照
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/iryo/kansen/coronasodan.files/corona_faq.pdf

(4) 工事現場の再開 
・ 消毒完了後、受注者は安全点検を行い、保健所の了解を得るとともに、発
注者と協議の上、工事現場を再開する。 

・ 現場再開後も、全ての作業従事者等の体温測定や健康観察を行うとともに、
マスクの着用など感染拡大防止措置（「１．工事現場における感染拡大防止
措置」参照）を徹底する。 

(5) 工事の一時中止等による経費 
・ 感染者の発生により工事を一時中止する場合や消毒作業などの工事現場
を再開するために必要な経費については、受注者の責によらないものとし
て既存の積算基準や工事請負契約設計変更ガイドライン等に基づき対応
する。 

４．受注者の希望による工事の一時中止等 
(1)  受注者の希望による工事の一時中止等 
・ 受注者は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、工事等の一

を希望する場合、発注者にその旨を申し
出る。 

・ 上記の申し出を受けた発注者は、受注者の責によらないものとして、一時
中止や設計図書等の変更を行う。一時中止等の期間については、都が発出
した通知（「５．参考資料」参照）を踏まえ、受注者と協議し設定する。 
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(2) 工事等の再開 
・ 工事等の再開に当たっては、受発注者双方で感染拡大防止対策の実施状況
を確認する。（「１．工事現場における感染拡大防止措置」参照） 

(3) 工事の一時中止等による経費 
・ 受注者の希望により工事を一時中止する場合に必要な経費については、受
注者の責によらないものとして既存の積算基準や工事請負契約設計変更
ガイドライン等に基づき対応する。 

５．参考資料 
〇財務局から各局等への主な通知 
・ 都における新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けた工事及び
設計等業務の一時中止措置等について 
（令和２年２月 28 日付 31 財建技第 312 号） 

・ 「都における新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けた工事及
び設計等業務の一時中止措置等の解釈」等について 
（令和２年３月２日付事務連絡） 

・ 「「都における新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けた工事及
び設計等業務の一時中止措置等の解釈」等について」に関する補足 
（令和２年３月４日付事務連絡） 

・ 「都における新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けた工事及

（令和２年３月 12 日付 31 財建技第 322 号） 
・ 都における新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けた工事及び
設計等業務の一時中止措置等について（期間の変更） 
（令和２年３月 24 日付 31 財建技第 333 号） 

・ 新型コロナウイルス感染症の影響による監理技術者等の恒常的な雇用関
係の取扱いについて（令和２年３月 30 日付事務連絡） 

・ 都における新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けた工事及び
設計等業務の一時中止措置等について（期間の変更） 
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（令和２年４月２日付２財建技第 6 号） 
・ 都における新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態宣言を踏まえた工
事及び設計等業務の対応について（令和２年４月８日付２財建技第15号） 

・ 新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態措置の対象が全国に拡大され
たことに伴う工事等の対応について（参考送付）（令和２年４月 20 日付事
務連絡） 

・ 都の工事及び設計等業務における新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止対策の徹底について（令和２年４月 21 日付２財建技第 30 号） 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止等に向けた工事等（設計等委託や
物品買入れ等を含む）の対応については、電子調達システム TOP ページの「新
型コロナウイルス工事等の対応はこちら」からご確認ください。 

URL：http://www.e-procurement.metro.tokyo.jp/index.jsp
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チェック

参考：「職場における新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するためのチェックリスト」（厚生労働省）

・来訪者に対しても検温・体調確認を行い、発熱(37.5度以上)や風邪症状等があった場合には、入場を制限している

・マスク着用の徹底を周知している
・こまめな手洗い・うがいの徹底を周知している

・十分な睡眠時間を確保するよう周知している
・その他（                                             ）

３．基本的な感染症防止対策の徹底
① 咳エチケット・手洗い等の徹底（作業従事者等・来訪者問わず）

・その他（                                             ）
② その他の取組み

・栄養バランスの取れた十分な食事を心がけるよう周知している

・咳エチケットの徹底を周知している

・可能な限り時差通勤に努めている
・作業開始・休憩・昼食時刻を分散している

・朝礼は屋外等で実施するなど密閉空間を避けている

・マスクを正しく着用するよう周知している

４．「３つの密」の回避
① 換気の悪い密閉空間の改善

・その他（                                             ）
② 工事現場の消毒等
・現場状況等を勘案し、アルコール消毒液を設置している
・現場状況等を勘案し、不特定者が接触する箇所は定期的に拭き取り・消毒している
・消毒等を担当する人員を増員している

・複数の人員で車両通勤する場合は、窓を開けての換気や座席間隔をあけるための分散乗車に努めている
・作業開始時間の調整を図り時差通勤に努めている

工事現場における新型コロナウイルス感染症拡大防止措置チェックリスト（工事受注者用）（例）

１．工事現場における感染防止に向けた行動変容
・受注者だけでなく、全ての下請負業者、来訪者を含めた工事現場全体で、新型コロナウイルス感染症の
 拡大防止に積極的に取り組んでいる

・その他（                                             ）

項目

・工事現場入場時において作業員等の検温・体調確認を行っている

２．作業従事者等の健康管理
① 日常的な健康状態の確認

・感染者等が発生した場合の対応フローを掲示し、周知・徹底している

・全ての下請負業者を含む作業員等に発熱(37.5度以上)や風邪症状等があった場合には、速やかに受注者等に
 報告し、自宅待機とするなど適切に対応している

・新規入場者教育時等において体調確認を行っている。（または出勤前に検温するよう周知している）

※ 項目の中には、業種、業態、職種等によっては対応できないものがあるかもしれません。そのため、すべての項目が「チェック」できないか
らといって、対策が不十分ということではありません。現場の実態を確認し、全員（全下請負業者を含む）がすぐにできることを確実に実施いた
だくようお願い致します。

・第三者との接触が必要な場合は、可能な限り距離を保持したうえで対応している

・現場事務所内の打合室や更衣室等は、定期的に換気している

・その他（                                             ）

・その他（                                             ）

・建物内の工事現場において換気が悪い場所については、定期的な窓開けや送風機による換気など行っている

・現場定例会などの打合せはなるべく避け、資料配布や電話・テレビ会議等の代替手段を講じている
・対面での会議等の必要がある場合は、人と人との距離を２ｍ以上取るようにしている
・食堂における感染防止のため、昼食時間をずらし、食堂利用者の分散に努めている
・喫煙スペースにおけるゆとりの確保や一度に喫煙スペースに入ることの出来る喫煙者数を制限している

・朝礼等は、出席者を指定することで必要最低限の人数とし、人との間隔は２ｍ以上を確保した上で実施している

・その他（                                             ）
③ 近距離での会話や発声の抑制
・工事現場では、他の作業従事者等との間に距離をなるべく保持するようにしている

・その他（                                             ）
② 多くの人が密集する場所の改善
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【別添１】
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【別添２】

令和２年４月８日付２建総技第２４号『工事現場における「新型コロナウイルス感染症拡大防止措置」の取組について』（建設局通知抜粋）
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令和２年４月８日付２建総技第２４号『工事現場における「新型コロナウイルス感染症拡大防止措置」の取組について』（建設局通知抜粋）
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令和２年４月８日付２建総技第２４号『工事現場における「新型コロナウイルス感染症拡大防止措置」の取組について』（建設局通知抜粋）
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令和２年４月８日付２建総技第２４号『工事現場における「新型コロナウイルス感染症拡大防止措置」の取組について』（建設局通知抜粋）
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令和２年４月17日付　『新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態措置の対象が全国に拡大されたことに伴う工事等の対応について』（国土交通省　事務連絡　抜粋）

【別添３】
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令和２年４月17日付　『新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態措置の対象が全国に拡大されたことに伴う工事等の対応について』（国土交通省　事務連絡　抜粋）
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令和２年４月17日付　『新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態措置の対象が全国に拡大されたことに伴う工事等の対応について』（国土交通省　事務連絡　抜粋）
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令和２年４月17日付　『新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態措置の対象が全国に拡大されたことに伴う工事等の対応について』（国土交通省　事務連絡　抜粋）
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令和２年４月17日付　『新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態措置の対象が全国に拡大されたことに伴う工事等の対応について』（国土交通省　事務連絡　抜粋）
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令和２年４月17日付　『新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態措置の対象が全国に拡大されたことに伴う工事等の対応について』（国土交通省　事務連絡　抜粋）
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令和２年４月17日付　『新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態措置の対象が全国に拡大されたことに伴う工事等の対応について』（国土交通省　事務連絡　抜粋）
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【別添４】

令和２年４月８日付２建総技第２６号『工事現場内で新型コロナウイルス感染者が発生した際の対応について（通知）』（建設局通知抜粋）
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【別添５】

福祉保健局HP（https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/iryo/kansen/coronasodan.files/soudan.pdf）
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【別添６】

 福祉保健局HPより作成
（https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/iryo/kansen/coronasodan.html#cmsF9A3F）
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 福祉保健局HPより作成
（https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/iryo/kansen/coronasodan.html#cmsF9A3F）
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 福祉保健局HPより作成
（https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/iryo/kansen/coronasodan.html#cmsF9A3F）


